
序　　　言

2019年 12月に中国・武漢で最初の感染例が確認された新型コロナウイルス
感染症（COVID–19）はその後、瞬く間に地球規模で拡大し、世界の風景をが
らりと変えた。
感染者数は数千万人の規模に及び、なお 猖

しょう

 獗
けつ

を極める中、国境を越える
人々の往来は激減した。感染防止の観点から、人と人との接触をできるだけ避
ける傾向が強まり、日本を含め各国社会のあらゆる分野に甚大な影響が及んで
いる。大学もまた例外ではない。キャンパスからそれまでの日常的な光景が消
え、一時期、通常の対面式授業を行うことができないという、かつてない試練
に見舞われた。
幸い、世界はインターネットで瞬時につながることができ、オンラインに
よる情報伝達を可能とするネットワークが築かれている。そのため、テレワー
クやオンラインの積極的な利用が一挙に普及・拡大した。人類はこうして現代
文明の利器を最大限に活用しながら、危機を機会すなわちチャンスへと変えて
いこうとするさまざまな取り組みを続けつつ、来たるべき「ニューノーマル時
代」への対応に全力を挙げて取り組んでいるのである。
紛れもなく前途には、経済的にも社会的にも、前例のない厳しい状況が待ち
構えていよう。それでも、人々が英知と気概を通い合わせる限り、道は開かれ
ていくのではないだろうか。
そのような観点からみても、知の拠点、人材育成の拠点、そして地域の拠
点である大学という教育研究機関の存在意義が今日ほど問われているときはな
い。人口減少、超高齢社会、コロナ禍に伴うさまざまな社会的変化など、多様
な課題への解決に向けて、すぐれた実践例や最新の知見を提示していくこと
は、大学という教育研究機関に課せられた重要な責務であると考える。
時代の岐路ともいうべきこの時期に、北海道教育大学函館校が『国際地域研
究 Ⅲ』を上梓する。本学が全国の大学に先駆けて「新課程」を改組し、国際
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地域学科を函館校に設置したのは2014年である。以来、積み重ねてきた研究・
教育の成果を、既刊の『国際地域研究 Ⅰ』『国際地域研究 Ⅱ』に続いて世に
問うに至ったことは、国際化の中で地域活性化を担う人材を育成するという国
際地域学科の使命に鑑みて、まことに意義深いものがある。このたびも、読者
の皆さまから忌憚のないご意見、ご批判、ご感想を賜りたい。

2021年 3月
北海道教育大学長　蛇穴 治夫　



『国際地域研究 Ⅲ』の刊行にあたって

北海道教育大学函館校の国際地域学科がスタートして、７年目を迎えた。国
際地域学科は、国際的な幅広い視野を持ち、身近な地域の課題に挑みながら地
域の活性化と再生に貢献できる人材を育成すること、現代の諸課題に対応し、
先進的かつ学際的研究を推進して、その成果を地域に還元することを目的とし
ている。
これまで、2018年６月に「国際地域研究の地平線─函館からの出発─」

をテーマに第１回シンポジウムを開催し、2019年３月には『国際地域研究 Ⅰ』
を刊行した。また、2019年６月には第２回シンポジウム「国際地域研究の現
実的課題─国際化の中でさぐる地域活性化へのカギ─」を開催し、2020年
３月には『国際地域研究 Ⅱ』を刊行している。 
今日の世界の危機的な状況は、国際と地域の不可分な関係を改めて示すもの
と言える。グローバル化、国際社会との交流、地域経済は大きな試練にさらさ
れ、外国との往来はもとより、国内にあっても暮らしに大変な支障が生じた。
大学も遠隔授業に取り組み、新たな課題に直面している。新型コロナウイルス
により、世界経済は大きな打撃を被り、観光・交通も甚大な影響を受け、課題
山積の地域経済に新たな負担となっている。こうした状況下で未来をどう築い
ていくのかを考えるとき、希望を失わず、潜在力を生かす工夫を怠らず、新た
な時代に賢明に対処していく必要があり、ここに大学の教育・研究の使命があ
ると思われる。2020年 10月、第３回シンポジウム「国際地域研究の発展─
世界を呼び込む地域へ　世界に挑む地域を─」は、このような問題意識から
開催され、国際化の渦中にある地域活性化について、今後の指針を示した。さ
らに『国際地域研究 Ⅲ』を刊行できることとなり、国際地域研究をより推進
できるものと考えている。
北海道教育大学函館校がこのようなことを行う意義は、学校教員にとって地
域の課題や現状を理解していることが重要であると考えるからである。そのた
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めに、国際地域研究の成果をどのように教員養成に活かすことができるかとい
うことを継続して検討したいと考える。学校を含めた地域社会への支援、外国
人児童生徒への対応など地域のニーズに合ったサポートのあり方についても研
究を続け、地域の人材育成や学校教育を支えていきたいと願っている。
本学の国際地域研究について、これまでの成果の一端をまとめたものが本書
である。国際地域学や地域研究に関心を寄せる多くの方にご覧いただき、ご意
見やご感想をお寄せいただければ幸いである。

2021年 3月
北海道教育大学函館校キャンパス長　五十嵐　靖夫 　
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